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きらめき　ひろがる　有田川

春を呼ぶ
生石高原山焼き



ま ち の わ だ い

 

部
　
　
長 

○
総
務
政
策
部
長
／
林 

孝
茂
［
産
業
振

興
部
長
］

◎
産
業
振
興
部
長
／
立
石 
裕
視
［
産
業

振
興
部
地
籍
調
査
課
長
］

◎
教
育
部
長
／
山
田 

展
生
［
教
育
部
社

会
教
育
課
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
班
長

兼
文
化
情
報
班
長
］

◎
消
防
長
／
上
嶋 

敏
之［
清
水
消
防
署
長
］

 

課　

　
長 

○
建
設
環
境
部
下
水
道
課
長
／
有
本 

信

［
建
設
環
境
部
下
水
道
課
長
兼
庶
務
班
長
］

○
福
祉
保
健
部
長
寿
支
援
課
長
／
福
原 

和
博
［
福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課
長
］

○
産
業
振
興
部
産
業
課
長
／
森
田 

栄
一

［
産
業
振
興
部
産
業
課
長
兼
産
業
班
長
］

○
教
育
部
社
会
教
育
課
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
青

少
年
班
長
兼
文
化
情
報
班
長
／
鳥
居 

雅
人
［
福
祉
保
健
部
長
寿
支
援
課
長
兼

介
護
保
険
班
長
］

◎
清
水
行
政
局
長
兼
総
務
政
策
室
長
／
中

野
裕
示
郎
［
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室

長
兼
建
設
班
長
］

◎
福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課
長
／
前
久
保 

眞

次
［
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
環
境
班
長
］

◎
産
業
振
興
部
地
籍
調
査
課
長
／
細
野 

正

人［
産
業
振
興
部
産
業
課
産
業
班
副
班
長
］

◎
住
民
税
務
部
会
計
課
長
兼
会
計
班
長
／

青
石 

万
紀
子
［
住
民
税
務
部
税
務
課

町
民
税
班
長
］

◎
教
育
部
こ
ど
も
教
育
課
長
兼
こ
ど
も
教

育
班
長
兼
学
校
給
食
班
長
／
井
上 

光

生
［
教
育
部
こ
ど
も
教
育
課
こ
ど
も
教

育
班
長
］

 

班　

　
長 

○
住
民
税
務
部
税
務
課
町
民
税
班
長
／
岡 

真
次

○
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
長
兼
建
設
班

長
兼
環
境
班
長
／
服
部 

真
也

○
福
祉
保
健
部
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
住
民
班

長
／
仁
木 
清
文

○
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室
長
／
山
本 

勝
敬

○
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室
長
兼
住
民
税

務
班
長
兼
出
張
所
長
／
前
北 

秀
三

◎
住
民
税
務
部
住
民
課
住
民
班
長
／
山
田 

幸
夫

○
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室
産
業
振
興
班

長
／
三
角 

孝
夫

○
建
設
環
境
部
建
設
課
農
林
班
長
／
廣
井 

雅
彦

◎
産
業
振
興
部
産
業
課
産
業
班
長
／
谷
口 

輝
代
史

◎
建
設
環
境
部
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
班

長
／
中
岡 

浩

◎
住
民
税
務
部
住
民
課
保
険
年
金
班
長
／

嶋
田 

鉄
也

◎
建
設
環
境
部
下
水
道
課
庶
務
班
長
／
助

野 

黄
平

◎
建
設
環
境
部
建
設
課
土
木
班
長
／
﨑
山 

昌
裕

◎
福
祉
保
健
部
長
寿
支
援
課
介
護
保
険
班

長
／
井
本 

英
克

◎
建
設
環
境
部
下
水
道
課
工
務
班
長
／
中

村 

博
司

 

保
育
所
長 

○
金
屋
第
一
保
育
所
長
／
星
田 

千
秋

　
［
き
び
中
央
保
育
所
長
］

○
き
び
中
央
保
育
所
長
／
庄
司 

典
代

　
［
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
］

◎
田
殿
保
育
所
長
／
北
畑 

美
矢
子
［
御

霊
保
育
所
主
任
保
育
士
］

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
／
藤
井 

一

美［
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
保
育
士
］

 

新 

採 

用 

福
祉
保
健
部
長
寿
支
援
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
主
査
／
坂
上 

幸
司

福
祉
保
健
部
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室
福

祉
保
健
班
保
健
師
／
高
垣 

昌
子

教
育
部
社
会
教
育
課
社
会
教
育
班
主
事
／

野
田 

優
介

教
育
部
社
会
教
育
課
文
化
情
報
班
主
事
／

永
井 
厚
介

産
業
振
興
部
地
籍
調
査
課
地
籍
調
査
班
主

事
／
武
内 
昭
憲

建
設
環
境
部
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
班
主

事
／
上
野
山 

友
之

福
祉
保
健
部
長
寿
支
援
課
介
護
保
険
班
主

事　

／
櫻
井 

佑
衣

総
務
政
策
部
総
務
課
総
務
班
主
事
／
西
岡 

紗
希

住
民
税
務
部
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室
住

民
税
務
班
主
事
／
久
保 

玲
奈

き
び
中
央
保
育
所
保
育
士
／
濃
中 

里
奈

御
霊
保
育
所
保
育
士
／
嶋
田 

有
花

金
屋
第
一
保
育
所
保
育
士
／
須
佐
美 

真
以

 

退
職
（
3
月
31
日
付
）　

三
角 

治
［
教
育
部
長
］

武
内 

宜
夫
［
総
務
政
策
部
長
］

保
田 

永
一
郎
［
清
水
行
政
局
長
兼
総
務

政
策
室
長
］

前
田 

英
幸
［
消
防
長
］

三
角 

真
紀
子
［
住
民
税
務
部
会
計
課
長

兼
会
計
班
長
］

小
向 

光
行
［
教
育
部
こ
ど
も
教
育
課
長

兼
学
校
給
食
班
長
］

福
本 

隆
［
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室
地

籍
調
査
班
副
班
長
］

武
内 

照
美
［
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

長
兼
出
張
所
長
］

南 

幸
夫
［
住
民
税
務
部
住
民
課
保
険
年

金
班
長
］

平
松 

和
夫
［
建
設
環
境
部
建
設
課
農
林

土
木
班
長
］

森 

理
津
子
［
金
屋
第
一
保
育
所
長
］

前
川 

睦
子
［
田
殿
保
育
所
長
］

田
仲 

か
お
る
［
藤
並
保
育
所
主
任
保
育
士
］

﨑
山 

鈴
子
［
西
ヶ
峯
小
学
校
主
任
調
理
師
］

櫻
井 

美
智
子
［
藤
並
保
育
所
調
理
員
］

川
口 

巧
［
藤
並
小
学
校
調
理
員
］

町
職
員
異
動

4
月
1
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
上
、
部
長
級
・
課
長
級
・
班
長
級
・

新
採
用
・
退
職
者
の
み
の
掲
載
と
し
ま
す
。
※

◎
は
昇
格
。
部
長
級
・
課
長
級
［
　
］
は
旧
職
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ま ち の わ だ い
湯浅署と有田川町・広川町・湯浅町が行方不明者捜索の協定

湯浅警察署と有田川・広川・湯浅の

3つの町が、行方不明になった人の捜

索活動を迅速に行えるよう事前に登録

された住民の情報を共有する協定を結

ぶことになり、3月 31 日（火）、湯浅

警察署で締結式が行われました。

これは有田川・広川・湯浅の 3つの

町に在住する住民のうち、行方不明に

なる可能性のある人の氏名などを事前

に登録して町が把握し、実際に行方不

明になった際に警察が迅速な捜索活動

を行えるようにするもので、4月 1日

（水）から施行されています。

和歌山県消防
功労者定例表彰

3 月 20 日（金）、アバローム紀の国にて平成 26年度和歌
山県消防功労者定例表彰式が挙行されました。

県

知

事

表

彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）
東

田

道

直

県

知

事

表

彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）
岩

本

輝

彦

県

知

事

表

彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）
西
　
　

修

二

県

知

事

表

彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）
上
久
保
　
和
　
享

県

知

事

表

彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）
佐

曽

永

和

県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
（
竿
頭
綬
）

金
屋
支
団
第
6
分
団

県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
（
功
績
章
）

藤

田

治

弘

県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
（
功
績
章
）

内

垣
　
　

久

県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
（
功
績
章
）

東

尾
　
　

忠

県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
（
勤
続
章
40
年
）

岩

本

輝

彦

県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
（
勤
続
章
40
年
）

今

北

正

男

県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
（
勤
続
章
40
年
）

上

北

壽

夫

県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
（
勤
続
章
40
年
）

保

田

倍

男

県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
（
勤
続
章
40
年
）

大

西

國

昭

消
防
庁
長
官
表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）
岩

本

孝

良

消
防
庁
長
官
表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）
柴

﨑

孝

男

消
防
庁
長
官
表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）
竹

上

昌

宏

消
防
庁
長
官
表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）
合

田

文

夫

消
防
庁
長
官
表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）
竹

内
　
　

豊

消
防
庁
長
官
表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）
新

田

武

正

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
竿
頭
綬
）

有
田
川
町
消
防
団

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
功
績
章
）

西
　
　

弘

義

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
功
績
章
）

岡
　
　

泰

生

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
続
章
30
年
）

西
　
　

弘

義

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
続
章
30
年
）

玉

置
　
　

満

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
続
章
30
年
）

硲
　
　

佳

永

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
続
章
30
年
）

反

保

治

郎

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
続
章
30
年
）

上

続

公

夫

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
続
章
30
年
）

戸

上

恭

仁

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
続
章
30
年
）

武

内

孝

文

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
続
章
30
年
）

堂

本

和

男

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
続
章
30
年
）

保

田

明

彦

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
続
章
30
年
）

北

林

利

樹

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
続
章
30
年
）

白

藤

勝

俊

写真：左から
有田川町の中山町長、湯浅町の上山町長、
広川町の西岡町長、湯浅警察署の中島署長
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ま ち の わ だ い

生石高原山頂付近に広がるススキ大草原を舞台に、ススキの保全を目的とした『生石高原山焼き』が
3 月 22 日（日）開催されました。去年は中止だったため、2 年ぶりとなりました。今回山焼きが行われ
た面積は 95,000㎡でした。

有田川鉄道公園および鉄道交流館は、3 月にオープン 5 周年の節目を迎えました。これを記念して、“鉄
道”をテーマとしたイベントが開催されました。

普段は立ち入ることのできないエリアの特別公開や、初開催となるアトラクションなど、特別企画に
会場は大盛り上がりでした！

有田川町鉄道ファンフェスタ

生石高原　山焼き
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、行
政
を
効
率
化
し
、

国
民
の
利
便
性
を
高
め
、
公
平
・
公
正
な

社
会
を
実
現
す
る
社
会
基
盤
で
す
。

1
）
住
民
の
方
が
、
社
会
保
障
・
税
・
災

害
に
関
す
る
手
続
き
を
す
る
際
に
、
役

場
な
ど
の
窓
口
へ
提
出
す
る
書
類
が
こ

れ
ま
で
よ
り
少
な
く
な
り
ま
す
。

2
）
各
行
政
機
関
が
、
所
得
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
受
給
状
況
を
正
確
に
確
認
し
や

す
く
な
り
、
本
当
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

必
要
と
し
て
い
る
方
に
き
め
細
か
な
支

援
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

サ
ー
ビ
ス
の
不
正
受
給
な
ど
を
防
止
し

ま
す
。

3
）
各
行
政
機
関
の
間
の
情
報
の
や
り
取

り
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
作
業
の
重
複

が
減
り
、
行
政
の
無
駄
が
削
減
さ
れ
ま

す
。

◆
通
知
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
平
成

28
年
1
月
か
ら
社
会
保
障
・
税
・
災
害

対
策
の
行
政
手
続
き
の
一
部
で
記
入
や

提
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
法
律
で
定
め
ら
れ
た
目
的
以
外
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し
た
り
、
他
人
に
提

供
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使
う
も
の
で
す
。

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
あ
た

り
、事
業
者
の
皆
さ
ま
に
も
社
会
保
険
、

源
泉
徴
収
事
務
な
ど
で
対
応
い
た
だ
き

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
」
で
検
索
す
る
と
詳
し
い
情
報
が

得
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
‐
２
０
‐
０
１
７
８

　

受
付
時
間
／
9
時
30
分
～
17
時
30
分

　
（
土
曜・日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
に
は
通
話
料
が
か
か
り

ま
す
。

有
田
川
町
商
工
会
お
よ
び
有
田
川
町
で
は
、
地
元
の
消
費
拡
大
と

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
「
有
田
川
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
」「
有
田
川
町
子
育
て
応
援
商
品
券
」
を
発

行
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
取
扱
店
を
募
集
し
ま
す
。

◆
概
要

・「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
は
20
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
で
、

1
万
2
0
0
0
円
分
の
商
品
券
を
1
万
円
で
販
売
し
ま
す
。

・「
子
育
て
応
援
商
品
券
」
は
、
町
内
の
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
1

人
に
つ
き
1
万
円
の
商
品
券
を
給
付
し
ま
す
。

・
消
費
者
が
取
扱
店
に
て
額
面
金
額
で
買
い
物
を
し
、
取
扱
店
は
受

け
取
っ
た
商
品
券
を
町
指
定
金
融
機
関
の
あ
り
だ
農
協
の
窓
口
で

換
金
で
き
ま
す
。
な
お
、
換
金
の
際
の
手
数
料
は
無
料
で
す
。

・
使
用
期
間
／
平
成
27
年
7
月
1
日（
水
）～
平
成
27
年
12
月
31
日（
木
）

・
換
金
機
関
／
平
成
27
年
7
月
1
日（
水
）～
平
成
28
年
1
月
15
日（
金
）

◆
取
扱
店
参
加
資
格

・
有
田
川
町
内
に
店
舗
、
事
業
所
を
有
す
る
事
業
所

・
取
扱
店
業
種
例
／
小
売
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

・
そ
の
他
、詳
細
は
有
田
川
町
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
受
付
に
つ
い
て

・
申
込
期
間
／
平
成
27
年
4
月
23
日（
木
）
～
平
成
27
年
5
月
15
日

（
金
）

・
申
込
書
と
あ
り
だ
農
協
の
口
座
の
預
金
通
帳
が
必
要
で
す
。

・
申
し
込
み
後
、
審
査
を
経
て
取
扱
店
と
し
て
承
認
し
、
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
有
田
川
町
商
工
会☎

５
２
‐
６
８
２
０

平
成
27
年
10
月
か
ら
、町
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に

12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）が
通
知
さ
れ
ま
す
。

有田川町プレミアム商品券
有田川町子育て応援商品券 取扱店募集
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健康みちしるべ

健
診
を
受
け
て
い
ま
す
か
？

～
健
康
は
一
生
の
た
か
ら
も
の
～

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

あ
な
た
は
定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
い

ま
す
か
？
特
定
健
康
診
査
は
、
主
に
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
メ
タ
ボ
）
に

着
目
し
て
お
り
、
自
覚
症
状
の
少
な
い
糖

尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予

防
・
解
消
す
る
た
め
の
よ
い
機
会
で
す
。

自
分
自
身
の
健
康
を
守
る
た
め
に
一
年

に
一
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
生
活
習
慣
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

日
本
人
の
死
因
の
上
位
に
は
心
臓
病
、

脳
卒
中
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
が
あ
り
ま

す
。生

活
習
慣
病
は
、
運
動
不
足
や
食
べ
過

ぎ
・
喫
煙
な
ど
の
不
健
康
な
生
活
習
慣
の

積
み
重
ね
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、自
覚
し
な
い
う
ち
に
肥
満
・

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
が
進
行
し
、

血
管
が
詰
ま
っ
て
し
ま
う
動
脈
硬
化
と
な

り
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
・
糖
尿
病
の
合
併

症
な
ど
の
深
刻
な
病
状
が
発
症
す
る
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。

●
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は

「
最
近
お
な
か
が
ぽ
っ
こ
り
し
て
き
た

…
」「
ズ
ボ
ン
が
き
つ
く
な
っ
て
き
た
…
」

と
い
う
人
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
危
険
信
号
で
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
お

な
か
の
内
臓
ま
わ
り
に
脂
肪
が
た
ま
る
こ

と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
内
臓
に
脂
肪
が
蓄

積
し
た
肥
満
に
、
脂
質
異
常
・
高
血
圧
・

高
血
糖
と
い
っ
た
危
険
因
子
が
2
つ
以
上

重
な
っ
た
状
態
の
こ
と
で
す
。
内
臓
脂
肪

が
た
ま
っ
て
い
る
と
、
脂
質
異
常
症
・
高

血
圧
症
・
糖
尿
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病

を
同
時
に
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

「
血
圧
が
少
し
高
め
」
な
ど
、
ま
だ
病

気
と
は
診
断
さ
れ
な
い
予
備
群
で
も
、
併

発
す
る
こ
と
で
動
脈
硬
化
が
急
速
に
進
行

し
重
症
化
し
て
い
き
ま
す
。

●
生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

こ
れ
ら
の
兆
し
を
い
ち
早
く
発
見
す
る
た

め
に
実
施
す
る
の
が
特
定
健
診
で
す
。
メ
タ

ボ
で
な
く
て
も
、
検
査
の
結
果
か
ら
生
活
習

慣
病
の
リ
ス
ク
が
わ
か
り
、
日
々
の
生
活
の

改
善
点
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

軽
度
の
異
常
は
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ

と
で
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
特

定
健
診
を
受
け
、
結
果
を
受
け
止
め
、
生

活
習
慣
を
見
直
し
た
り
必
要
に
応
じ
て
医

療
機
関
を
受
診
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
な

た
の
健
康
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
が
ん
検
診
も
併
せ
て
受
け
ま
し
ょ
う

日
本
人
の
2
人
に
1
人
は
が
ん
に
か
か

り
、
3
人
に
1
人
は
が
ん
に
よ
り
命
を
落

と
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
が
ん
は
不
治
の
病
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と

で
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
有
田
川
町
で
は
、
バ
ス
に
よ
る
集
団
健

診
で
特
定
健
診
と
各
種
が
ん
検
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

受
診
で
き
る
内
容
は
加
入
さ
れ
て
い
る

医
療
保
険
の
種
類
で
異
な
り
ま
す
。
費
用

は
無
料
で
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

5
月
の
日
程
に
関
し
て
は
健
康
応
援
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

乳幼児を子育て中のみなさんへ

支援センターは皆さまの子育てを応援します。
子育ての話などしながら、ほっと一息つきませんか。

楽しいおもちゃもたくさんあるので気軽に遊びに来てください！

子育てワンポイントアドバイス
家族と一緒に食べるごはんは元気の源です！
食べることは楽しいことと教えてあげましょう

開　　設　　日
子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約） ◇ 9:30～ 11:30

◇13:30～ 16:30ほっとルーム＆
子育て相談

火曜日　
〜木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	 ①9:30～11:30　②13:30～15:00です。

園庭開放
（藤並保育所）

◆時間…第２木曜日10:00～ 11:00
　（9月・10月はお休み）

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0〜1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）

1歳半〜就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半〜
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日9:30～ 11:00

■場所／子育て支援センター（藤並保育所２階）
☎090-7966-1697　　52-5474［FAX兼用］

子育て支援センターだより

早
期
発
見

早
期
治
療
の
た
め
に
も

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
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検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

5 月 8日（金）	8:00 ～／粟生住民センター
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
5 月 10日（日）	8:00 ～／金屋文化保健センター
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮
5 月 24日（日）	8:00 ～／清水保健センター
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮
6 月 2日（火）	8:00 ～／大谷公民館
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
	 9:30 ～／水尻公民館
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
6 月 7日（日）	8:00 ～／きび保健福祉センター
　特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

　祝日のため、5月はお休みです。
6 月 2日（火）／清水保健センター
6 月 3日（水）／金屋文化保健センター

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

金屋農村センター
　【20:00 ～ 21:00】
　5月 14日（木）　フィットネスウォーキング
　【14:00 ～ 15:00】
　5月 22日（金）　骨盤ひきしめ体操
粟生小学校体育館
　【19:30 ～ 20:30】
　5月 7日（木）　フィットネスウォーキング
　【19:30 ～ 20:30】
　6月 4日（木）　チェアーエクササイズ
清水会館
　【14:00 ～ 15:00】
　5月 21日（木）　フィットネスウォーキング
■持参品／上履き、飲み物、タオル　■参加費／無料

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
 医療費状況	 ※累計は3月（26年度）

区　　分 国民健康保険
加入者数（27 年 2 月末） 9,102  人

3 月支払額 3 億 5,141 万  円

26 年度の累計 34 億 9,025 万  円

1 人当たりの医療費（1 月） 38,608  円

25 年度 1 人当たりの医療費（月） 32,994  円

25 年度 1 人当たりの医療費（年） 395,933  円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

　5月 7日（木）／金屋文化保健センター
　5月 11日（月）／清水保健センター
　5月 14日（木）／金屋文化保健センター
　5月 21日（木）／金屋文化保健センター
　5月 28日（木）／金屋文化保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診　［平成 26年 1月生まれ］
　5月 26日（火）13:00～　金屋文化保健センター
10 カ月児健診　［平成 25年 6月生まれ］
　5月 12日（火）13:00～　金屋文化保健センター
　［平成 25年 7月生まれ］
　6月 2日（火）13:00～　金屋文化保健センター
1 歳 6カ月児健診　［平成 24年 9月生まれ］
　5月 20日（水）12:45～　金屋文化保健センター
2 歳児健診　［平成 24年 2月生まれ］
　5月 27日（水）12:45～　金屋文化保健センター
3 歳 6カ月児健診　［平成 22年 10月生まれ］
　5月 13日（水）12:45～　金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

　5月 11日（月）　「ふれあい遊び」
　6月 1日（月）　「絵本の読み聞かせ」
■場所／清水保健センター

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

　5月 19日（火）9:30～11:00　清水保健センター
　「お散歩」

医療費は年々増えています。そのうち、自己負担額を除いた分の約
3割は国保税で、残りの国県町負担となる7割も本を正せば私たち
の税でまかなわれています。医療保険制度を守り、税負担を少なく．．。
私たちのちょっとした心がけで、その上昇をとめることができます。

＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう（重複・頻回受
診などは、なるべく避けましょう）

2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
	 （ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～
11:00
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ
有田川町の
ええとこ紹介

☎
３２－５１０２（吉備・金屋）
２５－１２６９（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と清
水の 2カ所で介護予防などの相談に
応じています。
最寄りの事業所にご連絡ください。

ぴありんくる ■日時　5月18日（月）
　　　　10：30〜 12：00ころ
■場所　金屋文化保健センター

『ぴありんくる』は介護している家族さんと本人さんの集まりの場です。お気軽に参加下さい！

◎有田川町の地域を紹介します！第 3回目の今回は『宇井苔地区』です。
宇井苔地区の 65歳以上の方へ健康についてのアンケート調査でお宅を訪問させていただき、その後住民

の方との話し合いの結果、「いきいき百歳体操」を 1月から始めました。住民の方々は普段農業を現役でさ
れており、健康の大切さをしみじみ感じられていました。そこで、冬場の閉じこもりがちな時期を利用して、
週に 1回集会所に集まり体操を行いました。運動による体の効果と共に、みんなで集まっておしゃべりす
る時間が、とてもよいという感想が多く聞かれました。

～集まりの場で再確認する地域のつながり！
　　　　農業がひと段落する冬場に運動してみました～

トンネルを超えると

宇井苔地区です

しらまの里は、農作物

を出荷したり、店番と

して働いたりと地域の

中心的な場所です！

みなさんぜひ立ち寄っ

てくださいネ♪

筋力もアップし、

これからも元気

に農作業がんば

ります。

地区懇談会は今後も各地区で開催させていただきます。これからもますます元気で過ごすために、自分たちの地区に必要
なこと、求めていること、できることを話し合ってみませんか。地域の絆を深めるきっかけにしていただければ幸いです。

おもりを付けて体操す

ると普段使わない筋肉を

使って結構よい運動にな

る。普段の動作が楽になっ

た。前後のおしゃべりの

方が楽しいかも！？

最初は不安だった DVD

の操作もこのとおり。

これからもサロンとして

運動を続けていくことに

なりました！

8



台
所
で
の
火
災
原
因
で
最
も
多
い
の
が

コ
ン
ロ
か
ら
の
出
火
で
す
。
コ
ン
ロ
に
よ

る
火
災
は
、
人
の
不
注
意
に
よ
り
発
生
す

る
も
の
が
多
く
、
発
見
し
た
時
に
は
す
で

に
炎
が
大
き
く
な
り
、
周
囲
に
拡
大
し
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

魚
焼
き
グ
リ
ル
内
の
受
け
皿
に
油
カ
ス
な

ど
が
溜
ま
っ
た
ま
ま
放
置
し
て
い
た
り
、

壁
と
近
接
し
た
状
態
で
コ
ン
ロ
を
長
期
間

使
用
し
た
り
し
て
い
る
と
、
火
災
に
な
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離
れ
る
時
は
必
ず
火

を
消
し
ま
し
ょ
う
。

・
コ
ン
ロ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
コ
ン
ロ
や
周
囲
の
油
汚
れ
は
使
用
後
に

清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

・
コ
ン
ロ
は
壁
か
ら
離
し
て
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

・
コ
ン
ロ
の
火
が
衣
服
に
燃
え
移
ら
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
天
ぷ
ら
油
は
加
熱
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
古
く
な
っ
た
ガ
ス
ホ
ー
ス
は
取
り
替
え

ま
し
ょ
う
。

平
成
17
年
に
清
水
消
防
署
へ
配
備
さ
れ

た
救
急
車
が
、走
行
距
離
16
万
㎞
を
超
え
、

車
体
も
老
朽
化
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
新

し
く
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
救
急
車
に
は
、
救
急
救
命
士
に

よ
る
高
度
な
救
命
処
置
に
必
要
な
処
置
器

具
、
観
察
用
資
器
材
な
ど
最
新
鋭
の
機
器

を
積
載
し
、
揺
れ
や
振
動
に
よ
る
苦
痛
を

少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
、
防
振
ベ
ッ
ド

も
最
新
鋭
の
装
置
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
の
救
急
車
よ
り
も
室
内
が
広

く
な
り
、
応
急
手
当
な
ど
の
処
置
が
行
い

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
救
急
車
は
、
従

来
の
救
急
車
よ
り
車
体
が
少
し

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
道
路

か
ら
張
り
出
し
た
庭
木
や
生
け

垣
な
ど
適
切
な
管
理
を
行
っ
て

い
た
だ
き
、
緊
急
自
動
車
が
ス

ム
ー
ズ
に
通
行
で
き
る
よ
う
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
つ
い
て

救
急
車
は
け
が
や
病
気
に

な
っ
た
人
を
緊
急
に
病
院
へ
搬

送
す
る
た
め
の
車
で
す
。

「
今
日
は
入
院
日
だ
か
ら
」、

「
早
く
診
察
し
て
も
ら
え
る
か

ら
」
な
ど
、
安
易
な
考
え
で
救

急
車
を
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
本

当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
人

に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
適
正

な
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

火　
　

災
…
…
…
…
…
4
件

　

救　
　

急
…
…
…
3
6
9
件

　

救　
　

助
…
…
…
…
…
4
件

（
平
成
27
年
3
月
31
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
等（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「すべての寝室と階段（2階以上の階に寝室がある場合）に設置が義務付けられています。」

コ
ン
ロ
か
ら
の
火
災
に
注
意

清
水
消
防
署
に

新
型
高
規
格
救
急
車
を

配
備
！
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２︲
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

不
用
に
な
っ
た
家
庭
用
電
化
製
品
や
自

転
車
な
ど
の
粗
大
ご
み
収
集
を
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。
集
め
る
場
所
に
つ
い
て

は
回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

指
定
さ
れ
た
日
時
や
場
所
を
守
り
、
区

役
員
の
指
示
に
従
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
吉
備
地
域

御
霊
地
区	

5
月
25
日（
月
）

田
殿
地
区	

5
月
27
日（
水
）

藤
並
地
区	

5
月
29
日（
金
）

●
金
屋
地
域

石
垣
・
生
石
地
区	

6
月
1
日（
月
）

鳥
屋
城
・
岩
倉
地
区	

6
月
3
日（
水
）

五
西
月
地
区	

6
月
5
日（
金
）

●
時
間	

7
時
～
9
時（
全
地
区
）

※
清
水
地
域
は
10
月
ご
ろ
実
施
す
る
予
定

で
す
。

○ 

出
し
て
も
よ
い
も
の

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
楽
器

類
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
、健
康
器
具
、自
転
車
、

イ
ス
、
テ
ー
ブ
ル
、
ベ
ッ
ド
、
ガ
ス
コ
ン

ロ
、石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、電
気
こ
た
つ
、

音
響
機
器
、
照
明
器
具
、
幼
児
用
大
型
玩

具
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
4
品
目
以
外
の
家

電
製
品
な
ど

※
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
も
の
で
、

出
し
て
は
い
け
な
い
も
の
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く

× 

出
し
て
は
い
け
な
い
も
の　

■
大
き
す
ぎ
る
も
の

一
辺
2
m
を
超
え
る
も
の
・
縦
横
高

さ
の
合
計
が
3
m
を
超
え
る
も
の

■
営
業
用
・
事
業
用
の
物
品

農
林
業
関
連
資
材
（
ホ
ー
ス
・
タ
ン
ク
・

噴
霧
器
な
ど
）・
パ
レ
ッ
ト
な
ど

■
自
動
車
・
自
動
二
輪
車
お
よ
び
そ
の
部
品

タ
イ
ヤ
・
ホ
イ
ー
ル
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・

ス
ポ
イ
ラ
ー
な
ど

■
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
指
定
4
品
目

テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
・
液
晶
・
プ
ラ

ズ
マ
式
）・
冷
蔵
庫
（
含
冷
凍
庫
）・　

洗
濯
機
（
含
衣
類
乾
燥
機
）・
エ
ア
コ

ン
（
含
室
外
機
）

■
P
C
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
付
き
パ
ソ
コ
ン

■
危
険
な
も
の
・
専
門
業
者
で
な
い
と
処

理
で
き
な
い
も
の

消
火
器
・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
・
草
刈
機
・
エ

ン
ジ
ン
類
・
ワ
イ
ヤ
ー
・
ガ
レ
キ
類
・
塩

ビ
管
・
針
金
・
ネ
ッ
ト
・
網
・
石
膏
ボ
ー

ド
・
建
築
廃
材
・
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

補
助
制
度
補
助
金
増
額

太
陽
光
発
電
設
備
補
助
制
度
と
太
陽
熱

利
用
設
備
補
助
制
度
と
も
に
本
年
度
よ
り

補
助
金
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
補
助
制
度
は
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
一
施
策
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

補
助
制
度
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
着

工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
補
助
対
象
に

な
る
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、

町
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
情
報
提
供

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

太
陽
光
発
電
設
備
補
助
制
度

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
（
10
k
w

未
満
）
を
新
設
す
る
方
に
補
助
し
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
特
別
収
集

■
対
象
者
／
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
方
で
、
本
年
度
中
に
電
力

会
社
と
電
力
需
給
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が

で
き
、
完
成
時
に
町
内
に
住
所
を
有
し

て
い
る
方
。

■
補
助
額
／
最
大
出
力
1
k
w
あ
た
り

4
万
円
、
限
度
額
12
万
円
（
モ
ジ
ュ
ー

ル
出
力
で
計
算
）

太
陽
熱
温
水
器
等
導
入
補
助
制
度

太
陽
熱
利
用
機
器
（
ソ
ー
ラ
ー
温
水
器

な
ど
）
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
方
に
補
助

し
ま
す
。

■
対
象
者
／
町
内
に
太
陽
熱
利
用
機
器
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
個
人
、
ま
た
は
事

業
者

■
補
助
額
／
導
入
し
よ
う
と
す
る
機
器
費

用
の
3
分
の
1
以
内
、
限
度
額
10
万
円

（
た
だ
し
貯
湯
槽
を
屋
上
に
設
置
す
る

タ
イ
プ
は
一
律
7
万
円
）

■
対
象
シ
ス
テ
ム

太
陽
熱
を
給
湯
ま
た
は
空
調
な
ど
に
利

用
す
る
設
備
で
未
使
用
品
に
限
る
。
サ
ン

ル
ー
ム
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
は
除
く
。
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6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人

権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
の
日
を

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
た
り
、
地
域
の
皆

さ
ま
に
人
権
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
っ

た
り
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

有
田
川
町
に
は
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ

て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
人
権
擁

護
委
員
が
い
ま
す
。

大　

西　

恭　

子　
（
井
谷
）

﨑　

山　

誠　

子　
（
天
満
）

佐
々
木　

信　

彦　
（
吉
原
）

鈴　

間　

眞
佐
子　
（
三
田
）

中　

井　
　
　

勇　
（
庄
）

橋　

本　
　
　

彰　
（
水
尻
）

畑　

中　

泰　

武　
（
小
川
）

前　
　
　
　
　

覚　
（
二
川
）

山　

口　

芳　

子　
（
青
田
）

山　

﨑　

一　

幸　
（
長
田
）

（
5
月
1
日
現
在 

50
音
順　

敬
称
略
）

6
月
1
日（
月
）

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

場
所吉

備
地
区
／
き
び
ド
ー
ム

金
屋
地
区
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

清
水
地
区
／
清
水
会
館

時
間　

13
時
～
16
時

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

南
ぬ
風
人
ま
ー
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド
の
皆
さ
ん

の
講
演
（
演
題
：「
夢
咲
き
ほ
こ
れ 
～
未

来
の
た
め
に
今
動
き
だ
そ
う
～
」 
）
を
聞

い
た
委
員
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す

沖
縄
西
表
島
か
ら
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

の
三
線
演
奏
と
踊
り
は
、
と
て
も
印
象
深
い

も
の
で
し
た
。「
ア
サ
ド
ヤ
ユ
ン
タ
」「
花
」「
夢

咲
き
ほ
こ
れ
」
な
ど
数
々
の
楽
曲
を
演
奏
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ど
の
曲
も
心
に
響
く

も
の
が
あ
り
感
慨
深
く
聞
き
入
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
海
を
守
り
た
い
、
沖
縄

を
平
和
に
し
た
い
、
と
い
う
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
の
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
植
林
ツ
ア
ー
と
称
し
中
国
の
砂

漠
に
植
林
し
、
こ
れ
以
上
砂
漠
を
増
や
さ

な
い
の
が
目
的
で
し
か
も
そ
れ
に
よ
り
草

木
が
育
っ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま

た
、
福
島
の
子
ら
を
沖
縄
で
泳
が
せ
て
あ

げ
た
い
そ
し
て
そ
れ
を
実
現
さ
せ
て
い
る

こ
と
、
本
当
に
ど
れ
も
が
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
す
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
四
年
、
ま

た
、
阪
神
大
震
災
か
ら
二
〇
年
が
経
ち
ま

し
た
。
今
も
復
興
に
向
け
て
大
変
な
ご
苦

労
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
世
界
が

平
和
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
た
め
に
希
望
を

持
っ
て
何
か
や
ろ
う
と
い
う
こ
の
人
た
ち

の
気
持
ち
と
行
動
が
き
っ
と
被
災
さ
れ
た

方
々
の
心
に
届
く
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
反
面
何
も
で
き
な
い
自
分
が

い
る
こ
と
に
気
付
き
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
ー
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド
に
出
会
い
私
の
心

に
い
つ
ま
で
も
三
線
の
音
色
が
鳴
り
響
き
、

ま
た
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
太
鼓
を
た
た
き

な
が
ら
踊
っ
て
く
だ
さ
っ
た
小
学
一
年
生
だ

と
い
う
女
の
子
の
可
愛
い
姿
が
い
つ
ま
で
も

脳
裏
に
浮
か
び
ま
し
た
。　
（
60
代　

女
性
）

人
権
講
演
会
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

3
月
21
日（
土
）
に
開
催
し
ま
し
た
人
権

講
演
会
「
互
い
に
認
め
・
と
も
に
生
き
る　

講
師
：
田
中
ゆ
か
＆
伊
藤
ひ
ろ
し
」
に
参

加
さ
れ
た
方
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

○
田
中
ゆ
か
様
の
や
さ
し
い
歌
声
、
そ
し

て
ハ
ー
プ
の
音
色
に
引
き
込
ま
れ
ま
し

た
。
10
歳
で
母
を
亡
く
し
、
小
児
鬱
に

な
っ
た
そ
う
で
、
苦
労
さ
れ
た
分
と
て

も
優
し
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
て
と
て
も
よ

か
っ
た
で
す
。
私
も
何
事
に
も
前
向
き

に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
60
代　

女
性
）

○
心
の
問
題
は
、
人
間
関
係
の
中
で
起
こ

る
こ
と
だ
し
、
気
付
か
せ
て
く
れ
る
も

の
だ
。
や
は
り
人
と
関
わ
ら
な
い
と
解

決
も
で
き
な
い
と
思
う
。（

70
代　

女
性
）

人
権
講
演
会
の
お
知
ら
せ

演
題
「
も
っ
と
知
り
た
い
社
会
問
題
」

毎
日
放
送
の
情

報
番
組
「
ち
ち
ん

ぷ
い
ぷ
い
」
で
お

な
じ
み
の
「
石
田 

英
司
氏
」
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
と
き
／
5
月
30
日（
土
）
13
時
30
分

◇
と
こ
ろ
／
き
び
ド
ー
ム

人
権
だ
よ
り
　
113

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

■
人
権
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７
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こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

歴史に感謝、そして新たなスタート！

粟生小学校

五西月小学校

記念品作成

学習発表会

白崎合宿

アニマルセラピー

皆さまに惜しまれながら、歴史ある2校が休校となりました。休校に伴い児童・学校・地域
の方が一丸となって様々な行事に取り組みました。また、この一つの節目に両校の児童をはじ
め多くの方がこれまでの歴史を振り返り、感謝する機会となりました。
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図書館だより
○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）
○ち い さ な 駅 美 術 館　☎ 52 ─ 2580（直）

問
い
合
わ
せ

JR藤並駅2階「ちいさな駅美術館 ～Ponte　del　Sogno～」
後藤 仁 絵本原画展
　5月1日（金）～5月31日（日）
※5月14日（木）は臨時休館　※最終日は15:00で終了

後藤 仁　ギャラリートーク・サイン会・絵本朗読会
◇日程／5月10日（日） 10:30～12:00
◇定員／30人（先着順）
◇募集期間／4月24日（金） 10:00～定員になり次第受付終了
◇受付場所／ちいさな駅美術館（電話申し込み可）

一 般 書
　小　説　

「恐怖の緑魔帝王」	 芦原すなお著

「EPITAPH 東京」	 恩田陸著

「時穴みみか」	 藤野千夜著

「ナナフシ」	 幸田真音著

「異邦人」	 原田マハ著

「レオナルドの扉」	 真保裕一著

「神様が降りてくる」	 白川道著
　くらし　

「運営からトラブル解決まで自治会・町
内会お役立ちハンドブック」	 水津陽子著

「家事事件手続きハンドブック」	矢野輝雄著
「図解でよくわかる農業のきほん」	堀江武著
「自分で選ぶ老後の住まい方・暮らし方」	 近山恵子著

　健　康　

「漢方薬・生薬の教科書」	 花輪壽彦著

「食物アレルギーは生活習慣病」	中川静紀著

「寝たまんまできる〈病気封じ〉体操」
	 主婦の友社

「女性のアスペルガー症候群」	 宮尾益知著

　子育て　

「0．1．2 歳児保育アイデア 100」
	 学研教育未来

「2 ～ 5 歳児あそびアイディア 100」
	 学研教育未来

「子育てで破産しないためのお金の本」
	 畠中雅子著

「この 1 冊であんしん
　はじめての妊娠・出産事典」	 竹内正人著

「子どもと暮らすラクに片づく部屋づくり」
	 宇高有香著

「この 1 冊であんしんはじめての育児事典」
	 細部千晴著

児 童 書
「コミック密売人」
	 ピエルドメニコ・バッカラリオ作

「アレハンドロの大旅行」	 きたむらえり作

「ももんがもんじろう」	 村上康成作

「りゆうがあります」	 ヨシタケシンスケ作

5月の移動図書館
1日（金）	 こころの医療センター 14：30～ 15：00
	 	 →西ケ峯小学校 15：40～ 16：00
7日（木）	 安 諦 小 学 校13：00～ 13：30	 →久野原小学校 14：15～ 14：30
8日（金）	 八 幡 小 学 校13：00～ 13：45
12日（火）	 鳥屋城小学校12：50～ 13：20
13日（水）	 石 垣 小 学 校13：00～ 13：20
15日（金）	 こころの医療センター14：30～ 15：00
	 	 →西ケ峯小学校15：40～ 16：00
19日（火）	 城山西小学校13：00～ 13：25
20日（水）	 田 殿 小 学 校13：00～ 13：30

5月のおはなしマラソン（絵
本の読み聞かせ）
保育園児～小学校低学年対象
◎金 屋 図 書 館／11日（土）
　10:00～ 10:30

DVD上映会「うっかりペネロペ」
◎ちいさな駅美術館／ 4日（土）10:00～
◎金 屋  図  書  館／26日（日）10:00～

おひざで抱っこのおはなし会（わらべうた教室）0～2歳児対象
◎金 屋 図 書 館／12日（火）10:00～11:00「素材にふれる」

ブックラザ（親子創作造形遊び）2～4歳までの親子対象
◎金 屋 図 書 館／28日（木）10:00～11:00
　内容：スポンジスタンプでせんたくもの屋さん「14ひきのせんたく」

新 着 案 内 本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。
予約は、WEB からもできます。
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まちのデータ
（平成 27 年 3 月末日現在）

人口 27,383 人

男 12,878 人

女 14,505 人

10,404 世帯

交通事故発生件数
（3月中、物損、高速含む）

有田川町 56 件
死者 0 人　負傷 11 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52− 5356
Ａ Ｌ Ｅ Ｃ 52−4730

環 境 セ ン タ ー 52−5384
プラスチック収集場 52− 7855
休 日 急 患 診 療 所 52−4882
有 田 聖 苑 52−3055
子育て支援センター {52− 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52− 8744

相 

談

◆
◆
◆

5
月
の
行
政
相
談

●
5
月
14
日（
木
）

・
安
諦
地
区
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

　

9
時
～
11
時
30
分

・
沼
区
民
セ
ン
タ
ー　

13
時
～
15
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
総
務
課
・
清

水
行
政
局
総
務
政
策
室

福 

祉

◆
◆
◆

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
与

有
田
川
町
で
は
子
育
て
を
支
援
す
る
た

め
に
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
ま
た
は
ジ
ュ

ニ
ア
シ
ー
ト
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

在
庫
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
在
庫
が

あ
る
と
き
の
み
に
限
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
者

6
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す
る
有
田
川

町
に
住
所
を
有
す
る
保
護
者

●
注
意
事
項

返
却
時
に
は
、
次
に
借
り
ら
れ
る
人
が

気
持
ち
よ
く
使
用
で
き
る
よ
う
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
清
掃
処
理
の
う
え
、
今
後
の

使
用
お
よ
び
衛
生
上
問
題
の
な
い
状
態
に

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

育
児
用
品
な
ど
助
成

有
田
川
町
で
は
、
子
育
て
を
支
援
す
る

た
め
に
育
児
に
必
要
な
用
品
の
購
入
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
品
目

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

※
お
子
さ
ま
1
人
に
つ
き
、
対
象
品
目
の

う
ち
い
ず
れ
か
1
品
に
つ
き
1
回
限
り

●
対
象
者

有
田
川
町
内
に
住
所
を
有
す
る
6
歳
未

満
の
お
子
さ
ま
の
保
護
者
で
あ
り
、
購
入
時

に
有
田
川
町
内
に
住
所
を
有
す
る
保
護
者

●
助
成
額

購
入
し
た
費
用
の
半
額（
上
限
1
万
円
）

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
申
請
者
名
義
の
銀
行
口
座
の
写
し
な
ど

・
領
収
書
（
申
請
者
氏
名
、購
入
商
品
名
、

金
額
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

　
（
※
宛
名
が
苗
字
の
み
、ま
た
は
レ
シ
ー

ト
タ
イ
プ
は
不
可
）

・
安
全
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
も
の

　
（
※
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
み
）

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課

第
3
子
以
降
出
産
祝
金

有
田
川
町
で
は
子
育
て
の
支
援
と
本
町

へ
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
に
、
第
3
子

以
降
の
子
を
出
産
し
た
こ
と
に
対
し
て
出

産
祝
金
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
対
象
者

こ
の
制
度
は
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
方
（
母
親
）
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
第
3
子
の
出
産
前
お
よ
び
出
産
後
そ
れ

ぞ
れ
1
年
以
上
の
間
、
有
田
川
町
に
住

民
票
が
あ
り
実
際
に
居
住
し
て
お
り
、

今
後
も
定
住
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
。

②
基
準
日
（
第
3
子
出
生
日
の
1
年
後
）

に
3
人
以
上
の
子
を
養
育
し
て
い
る
こ

と
。（
第
1
子
お
よ
び
第
2
子
が
実
子
で

は
な
く
夫
の
連
れ
子
な
ど
で
あ
る
場
合

は
、養
子
縁
組
を
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
）

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
対
し
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

○
支
給
額　

25
万
円

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福

祉
課
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案 

内

◆
◆
◆

電
気
毛
布
・
電
気
ミ
ニ
マ
ッ
ト
・

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
ご
使
用
の
皆
さ
ま
へ

長
年
ご
使
用
の
暖
房
器
具
で
、
経
年
劣

化
が
原
因
の
火
災
事
故
が
起
き
て
い
ま

す
。
電
気
毛
布
・
電
気
ミ
ニ
マ
ッ
ト
・
電

気
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
ヒ
ー
タ
ー
線
が
重
な
っ

て
い
た
り
、ル
ー
プ
状
に
な
っ
て
い
た
り
、

使
用
上
に
よ
る
折
り
ぐ
せ
が
つ
い
て
い
た

り
、
表
面
が
変
色
し
て
い
た
り
す
る
場
合

に
は
ご
使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。
光

に
透
か
し
て
み
る
な
ど
し
て
確
認
し
、
表

面
の
傷
や
破
れ
、
ヒ
ー
タ
ー
線
の
露
出
な

ど
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ソ
フ
ァ
ー
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
上
に

置
い
て
の
使
用
は
危
険
で
す
。

使
用
し
て
い
な
い
時
は
電
源
プ
ラ
グ
を

抜
き
ま
し
ょ
う
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
は
踏

ん
だ
り
強
い
衝
撃
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
プ
ラ
グ
が
ガ
タ
つ
い
た
り
、

電
源
コ
ー
ド
や
プ
ラ
グ
の
根
元
が
痛
ん
で

い
た
り
、
熱
か
っ
た
り
、
臭
い
が
し
た
り

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
暖
か
く
な
ら
な

か
っ
た
り
、
電
源
コ
ー
ド
や
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
が
熱
く
な
っ
た
り
、
臭
い
が
し
た
り

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
ご
使

用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／

一
般
社
団
法
人 

日
本
電
機
工
業
会

シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社

☎
0
1
2
0
‐
0
7
8
‐
1
7
8

象
印
マ
ホ
ー
ビ
ン
株
式
会
社

☎
0
1
2
0
‐
3
4
5
‐
1
6
0

東
芝
ホ
ー
ム
テ
ク
ノ
株
式
会
社

☎
0
1
2
0
‐
6
2
2
‐
2
4
5

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

（
旧
松
下
電
器
産
業
株
式
会
社
、

旧
松
下
電
工
株
式
会
社
）

☎
0
1
2
0
‐
8
7
8
‐
3
6
5

　
　

う
ち
、
三
洋
電
機
製
の
も
の

☎
0
8
5
7
‐
２
１
‐
2
2
7
5

株
式
会
社
日
立
リ
ビ
ン
グ
サ
プ
ラ
イ

☎
0
1
2
0
‐
8
8
0
2
‐
２
８

株
式
会
社
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル

☎
0
1
2
0
‐
0
8
9
‐
8
8
8

富
士
電
機
株
式
会
社

☎
0
1
2
0
‐
１
２
‐
6
5
0
4

三
菱
電
機
株
式
会
社

☎
0
1
2
0
‐
1
3
9
‐
3
6
5

株
式
会
社
ユ
ー
イ
ン
グ

☎
0
1
2
0
‐
9
1
1
‐
5
9
7

※
受
付
時
間　

9
時
～
17
時
（ 

土
日
、　

祝
日
は
除
く
）

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
提
示
さ
れ
た
個　

人
情
報
は
、
当
該
目
的
以
外
に
は
使
用　

い
た
し
ま
せ
ん
。

外
国
人
住
民
の
方
へ

外
国
人
登
録
証
明
書
の

切
り
替
え
は
お
早
め
に

平
成
24
年
7
月
9
日
に
外
国
人
登
録
制

度
が
廃
止
さ
れ
、
特
別
永
住
者
お
よ
び
永

住
者
の
方
が
所
持
し
て
い
る
外
国
人
登
録

証
明
書
は
、
一
定
の
期
間
、
新
し
く
で
き

た
特
別
永
住
者
証
明
書
ま
た
は
在
留
カ
ー

ド
と
み
な
さ
れ
ま
す
が
、
次
の
み
な
さ
れ

る
期
間
（
有
効
期
間
）
が
満
了
す
る
日
ま

で
に
切
り
替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
特
別
永
住
者

（
1
）
平
成
24
年
7
月
9
日
の
時
点
で
16

歳
以
上
で
あ
っ
た
方

①
お
持
ち
の
外
国
人
登
録
証
明
書
の
次
回

確
認
（
切
替
え
）
申
請
期
間
の
始
期
と

さ
れ
る
誕
生
日
が
平
成
27
年
7
月
8
日

ま
で
に
到
来
す
る
方

　

→
平
成
27
年
7
月
8
日
ま
で

②
お
持
ち
の
外
国
人
登
録
証
明
書
の
次
回

確
認
（
切
り
替
え
）
申
請
期
間
の
始
期

と
さ
れ
る
誕
生
日
が
平
成
27
年
7
月
9

日
以
降
に
到
来
す
る
方

　

→
当
該
誕
生
日
ま
で

（
2
）
平
成
24
年
7
月
9
日
の
時
点
で
16

歳
未
満
で
あ
っ
た
方

　

→
16
歳
の
誕
生
日
ま
で

※
申
請
の
場
所
は
、
吉
備
庁
舎
住
民
課
、

金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
、
清
水
行

政
局
住
民
福
祉
室
。

●
永
住
者

外
国
人
登
録
証
明
書
の「
次
回
確
認（
切

替
）
期
間
」
の
記
載
に
か
か
わ
ら
ず
切
り

替
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

（
1
）
平
成
24
年
7
月
9
日
の
時
点
で
16

歳
以
上
で
あ
っ
た
方

→
平
成
27
年
7
月
8
日
ま
で

（
2
）
平
成
24
年
年
7
月
9
日
の
時
点
で

16
歳
未
満
で
あ
っ
た
方

①
平
成
27
年
7
月
8
日
ま
で
に
16
歳
の
誕

生
日
が
到
来
す
る
方

→
16
歳
の
誕
生
日
ま
で

②
平
成
27
年
7
月
9
日
以
降
に
16
歳
の
誕

生
日
が
到
来
す
る
方

→
平
成
27
年
7
月
8
日
ま
で

※
申
請
の
場
所
は
、
最
寄
り
の
地
方
入
国

管
理
局
、
も
し
く
は
同
支
局
、
ま
た
は

こ
れ
ら
の
出
張
所
（
役
場
で
は
で
き
ま

せ
ん
）。

和
歌
山
出
張
所

和
歌
山
市
築
港
6
‐
２
２
‐
2

和
歌
山
港
湾
合
同
庁
舎

☎
0
7
3
‐
4
2
2
‐
8
7
7
8

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の
（
共
通
）

①
旅
券
（
所
持
し
な
い
場
合
な
ど
は
、
旅

券
を
提
示
で
き
な
い
理
由
書
を
申
請
時

に
提
出
）

②
外
国
人
登
録
証
明
書

③
写
真　

1
葉
（
縦
40
㎜
×
横
30
㎜
）　

※
16
歳
未
満
は
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先
／
吉
備
庁
舎
住
民
課
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
和
歌
山
中
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

果
樹
共
済
は
、
掛
金
の
半
分
を
国
が
負

担
し
、
農
家
の
皆
さ
ま
が
自
然
災
害
な
ど

で
受
け
た
損
害
を
補
て
ん
す
る
公
的
保
険

制
度
で
す
。
詳
し
く
は
、
N
O
S
A
I
和

歌
山
中
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
／
6
月
30
日（
火
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
／
和
歌
山
県
中
部
農
業
共

済
組
合

本　
　

所
0
7
3
7
‐
６
３
‐
5
1
2
1

海
草
支
所
0
7
3
‐
4
8
2
‐
2
2
0
5

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://

和
歌
山
中
部

.com
/

宝
く
じ
は
皆
さ
ま
の

生
活
に
役
立
っ
て
い
ま
す

皆
さ
ま
が
購
入
さ
れ
る
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
県
内
の
売
り
上
げ
に
応
じ
て
道
路

や
交
通
整
備
な
ど
の
事
業
に
活
用
さ
れ
、

暮
ら
し
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

宝
く
じ
の
購
入
は
ぜ
ひ
県
内
で
お
願
い

し
ま
す
。

●
ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
　

1
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
7
億
円

　

ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　
　

7
0
0
0
万
円
も
同
時
発
売

●
発
売
日
／

5
月
13
日（
水
）
～
6
月
5
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
／
和
歌
山
県
庁
財
政
課

☎
0
7
3
‐
4
4
1
‐
2
1
6
0

選 

挙

◆
◆
◆

有
田
川
町
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
有
田
川
町
農
業
委
員

会
委
員
一
般
選
挙
が
、
6
月
16
日
（
火
）

に
告
示
さ
れ
、
6
月
21
日
（
日
）
に
投
開

票
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

●
選
挙
権
・
被
選
挙
権
の
あ
る
方

①
有
田
川
町
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に
住

所
を
有
し
て
い
る
方

②
満
20
歳
以
上
の
方

③
有
田
川
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
方

以
上
3
つ
の
要
件
を
備
え
て
い
る
方
。

※
被
選
挙
権
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
方

で
も
、
農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
る
べ
き
な
ど
の
方
は
立
候
補
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
事
前
に
有
田
川
町

選
挙
管
理
委
員
会
へ
の
連
絡
お
願
い
し

ま
す
。

●
選
挙
区
お
よ
び
そ
の
区
域

第
1
選
挙
区
・
・
・
・
・
吉
備
地
区

第
2
選
挙
区
・
・
・
・
・
金
屋
地
区

第
3
選
挙
区
・
・
・
・
・
清
水
地
区

※
各
選
挙
区
で
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
た
投
票
区

以
外
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数

第
1
選
挙
区
・
・
・
・
・
13
人

第
2
選
挙
区
・
・
・
・
・
11
人

第
3
選
挙
区
・
・
・
・
・
6
人

な
お
、
立
候
補
者
数
が
定
員
以
内
の
場

合
は
、
6
月
21
日
（
日
）
の
投
票
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
。

●
立
候
補
予
定
者
説
明
会

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
6
月
2
日

（
火
）
午
後
1
時
よ
り
金
屋
文
化
保
健
セ

ン
タ
ー
2
階
小
ホ
ー
ル
に
て
行
い
ま
す
の

で
、
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
や
関

係
者
の
方
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

●
立
候
補
届
受
付
日

6
月
16
日（
火
）
8
時
30
分
～
17
時

第
1
投
票
区　

吉
備
庁
舎
3
会
中
会
議
室

第
2
投
票
区　

吉
備
庁
舎
3
階
中
会
議
室

第
3
投
票
区　

清
水
行
政
局
2
会
大
会
議
室

※
立
候
補
の
届
け
出
に
お
け
る
必
要
書
類

な
ど
に
つ
い
て
は
、
有
田
川
町
選
挙
管

理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
有
田
川
町
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局（
吉
備
庁
舎
総
務
課
内
）

  

国
民
年
金

◆
◆
◆

国
民
年
金
学
生
納
付

特
例
制
度
の
ご
案
内

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

●
対
象
者

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学

院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校（
修

業
年
限
1
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学

す
る
学
生
な
ど
で
、
ご
本
人
の
前
年
所
得

が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で

あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

〈
所
得
の
め
や
す
〉
1
1
8
万
円
＋
｛
扶

養
親
族
な
ど
の
数
×
38
万
円
｝

※
学
生
納
付
特
例
の
申
請
に
は
、
学
生
証

の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
の
添
付
が

必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
住
民
課
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税 

金

◆
◆
◆

軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税

第
一
期
の
納
付
は

6
月
1
日（
月
）
ま
で
に

軽
自
動
車
税
お
よ
び
固
定
資
産
税
第
1

期
分
の
納
期
限
は
、6
月
1
日（
月
）で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
そ
の
日
数
に
応
じ
て

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
忘
れ

の
な
い
よ
う
に
コ
ン
ビ
ニ
・
金
融
機
関
な

ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、  
全

期
分
お
よ
び
期
別
分
（
1
～
4
期
）
の

納
付
書
を
ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
。
期

別
で
納
付
さ
れ
る
場
合
は
、
各
納
期
ま

で
納
付
書
を
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課
・
金

屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
清
水
行
政

局
住
民
福
祉
室

平
成
27
年
度
軽
自
動
車
税
の

減
免
に
つ
い
て

心
身
障
害
の
程
度
が
一
定
以
上
の
方
を

対
象
と
し
た
軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が

あ
り
ま
す
。
申
請
す
る
場
合
は
次
の
も
の

を
お
持
ち
の
う
え
、
平
成
27
年
6
月
1
日

（
月
）
ま
で
に
吉
備
庁
舎
税
務
課
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

減
免
で
き
る
の
は
、
障
害
者
の
方
１
人

に
対
し
て
１
台
で
す
。
ま
た
、
普
通
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
の
重
複
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
ご
用
意
い
た
だ
く
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
い
ず
れ
か

・
運
転
免
許
証
（
付
き
添
い
の
運
転
者
が

い
る
場
合
、
そ
の
運
転
者
の
免
許
証
）

・
印
鑑
（
認
印
可
）

な
お
、
軽
自
動
車
の
名
義
、
運
転
者
に

つ
い
て
も
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
規
定
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
次
の
軽
自
動
車
に
つ
い
て
も
減

免
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

・
そ
の
構
造
が
専
ら
身
体
障
害
者
な
ど
の

利
用
に
供
す
る
軽
自
動
車
（
車
検
証
に

「
身
体
障
害
者
輸
送
車
」
や
「
車
い
す

移
動
車
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
た
も
の
）

・
公
益
法
人
な
ど
が
そ
の
公
益
事
業
の
た

め
に
使
う
も
の

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課

自
動
車
税
の
納
付
に
関
し
て

和
歌
山
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
6
月
1
日

（
月
）
で
す
。

納
税
は
、
お
早
め
に
お
近
く
の
金
融
機

関
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
お
願
い
し
ま
す
。

ペ
イ
ジ
ー
対
応
A
T
M
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話

か
ら
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
が
で

き
ま
す
。

※
な
お
、
車
検
時
に
は
納
税
証
明
書
が
必

要
で
す
。
車
検
証
と
と
も
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
が
使
用
す
る
自
動
車
は
、

一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
が
、
申
請
に
よ

り
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
紀
中
県
税
事
務
所
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5
．
身
体
活
動
・
運
動

各
約
2
時
間
ず
つ
、
合
計
約
10
時
間

●
講
座
日
程
／
6
月
か
7
月
こ
ろ
予
定

●
講
座
場
所
／
湯
浅
保
健
所

●
健
康
推
進
員
と
し
て
の
任
期

　

／
2
年
（
再
任
は
な
し
）

●
養
成
講
座
終
了
後

ご
自
分
に
で
き
る
範
囲
で
結
構
で
す
の

で
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

・
自
分
や
家
族
の
健
康
管
理
に
気
を
配

る
、
健
診
を
受
け
る

・
で
き
る
方
は
地
域
の
皆
さ
ま
に
学
ん
だ

こ
と
を
お
伝
え
す
る

・
ゆ
ず
っ
こ
計
画
や
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
に
入
り
活
動
す
る

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
／

　

金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

●
申
込
用
紙
公
布
・
受
付
場
所

有
田
郡
湯
浅
町
吉
川
１
６
０
番
地

有
田
郡
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ぎ
園

●
受
付
期
間

平
成
27
年
5
月
12
日（
火
）

～
平
成
27
年
6
月
4
日（
木
）

8
時
30
分
～
17
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ
／

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ぎ
園

☎
６
３
‐
6
8
8
6

健
康
推
進
員
養
成
講
座
受
講
者

募
集
の
お
知
ら
せ

有
田
川
町
で
は
、
和
歌
山
県
健
康
推
進

員
養
成
事
業
を
受
け
て
、
昨
年
度
よ
り
健

康
推
進
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
背
景
に
は
、
全
国
に
比
べ

和
歌
山
県
は
が
ん
死
亡
率
が
高
く
、
平
均

寿
命
・
健
康
寿
命
お
よ
び
検
診
受
診
率
も

全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
と
い
う
現
状

が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
自
分
の
健
康
を
見
直
す
と
い
う

観
点
か
ら
養
成
講
座
10
時
間
を
受
講
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
講
座
の
内
容

1
．
市
町
の
健
康
状
況
と
各
種
検
診

2
．
県
民
の
健
康
状
態
と
生
活
習
慣
病
予
防

3
．
健
康
日
本
21
に
つ
い
て

4
．
食
育
（
栄
養
・
食
生
活
）
に
つ
い
て

募 

集

◆
◆
◆

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ぎ
園

職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

平
成
27
年
度
有
田
郡
老
人
福
祉
施
設
事

務
組
合
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ぎ
園
職
員
採

用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
採
用
予
定
人
数

栄
養
士
1
人
／
介
護
職
員
1
人

／
看
護
職
員
1
人

●
採
用
予
定
時
期

栄
養
士　
　

平
成
27
年
8
月
1
日（
土
）

介
護
職
員　

平
成
27
年
8
月
1
日（
土
）

看
護
職
員　

平
成
28
年
1
月
1
日（
金
）

●
試
験
日
時

平
成
27
年
6
月
14
日（
日
）

●
試
験
内
容

　

作
文
試
験
お
よ
び
面
接
試
験

●
受
験
資
格

①
昭
和
51
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

②
栄
養
士
を
受
験
希
望
の
場
合
は
栄
養
士

資
格
を
取
得
し
て
い
る
方

③
介
護
職
員
を
受
験
希
望
の
場
合
は
介
護

福
祉
士
資
格
を
取
得
し
て
い
る
方

④
看
護
職
員
を
受
験
希
望
の
場
合
は
看
護

師
資
格
ま
た
は
准
看
護
師
資
格
を
取
得

し
て
い
る
方

⑤
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

⑥
次
に
該
当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
25
年
法
律
第

2
6
1
号
）
第
16
条
各
号
の
い
ず
れ 

か
に
該
当
す
る
方
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・
家
賃
は
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
定

し
ま
す
。

・
応
募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
、

条
例
の
規
定
に
よ
り
、
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
・
清

水
行
政
局
建
設
環
境
室

水 

道

◆
◆
◆

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

5
月
の
水
道
料
金
の
お
支
払
い
期
限
は

25
日（
月
）で
す
。口
座
振
替
の
お
客
様
は
、

預
金
残
高
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

献 
血

◆
◆
◆

5
月
の
献
血

●
5
月
15
日（
金
）

○
和
歌
山
ア
イ
コ
ム（
株
）

10
時
00
分
～
11
時
45
分

13
時
00
分
～
16
時
00
分

●
5
月
27
日（
水
）

○（
株
）
坂
口
製
作
所

　

10
時
00
分
～
12
時
00
分

○
有
田
川
町
清
水
行
政
局

13
時
30
分
～
16
時
00
分

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

●
申
込
受
付
期
間

　

5
月
18
日（
月
）
～
5
月
27
日（
水
）

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

　

※
休
日
お
よ
び
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。

●
申
込
受
付
場
所
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
、

　

清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
、
各
出
張
所

●
そ
の
他

・
入
居
に
は
、
所
得
制
限
な
ど
一
定
の
規

定
が
あ
り
ま
す
。

お
詫
び

◆
◆
◆

広
報
有
田
川
4
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
13
ペ
ー
ジ
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
数

の
基
準
日

（
誤
）
加
入
者
数
（
26
年
1
月
末
）

（
正
）
加
入
者
数
（
27
年
1
月
末
）

・
21
ペ
ー
ジ

（
誤
）
平
成
25
年
度　

病
児
保
育
事
業
の

ご
案
内

（
正
）
平
成
27
年
度　

病
児
保
育
事
業
の

ご
案
内

（
誤
）
平
成
24
年
中
に
有
田
川
町
へ
転
入

（
正
）
平
成
26
年
中
に
有
田
川
町
へ
転
入

（
誤
）
平
成
24
年
度
課
税
証
明
書

（
正
）
平
成
26
年
度
課
税
証
明
書

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

団地名 所　在　地 戸数 月 額 家 賃 備　　　　考

川合 川合 248 番地 2 1 戸 12,700 円～
25,000 円

H3 建築／木造 2 階建
3DK・浴室・トイレ／67.9㎡

川合 川合 249 番地 1 1 戸 13,200 円～
26,000 円

H4 建築／木造 2 階建
3DK・浴室・トイレ／69㎡

小峠 清水 155 番地 2 戸 19,100 円～
37,400 円

H9 建築／木造 2 階建
3DK・浴室・トイレ／79.4㎡

小原 清水 676 番地 2 2 戸 12,800 円～
25,100 円

S62 建築／木造 2 階建
3DK・浴室・トイレ／66.1㎡

小原 清水 680 番地 2 戸 14,200 円～
28,000 円

S63 建築／木造 2 階建
3DK・浴室・トイレ／71.8㎡

板尾 板尾 498 番地 2 戸 9,300 円～
18,300 円

S60 建築／木造平屋建
3DK・浴室・トイレ／54.4㎡

町
営
住
宅
入
居
予
定
者
募
集
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型
は
十
分
の
一
の

大
き
さ
で
復
元
し

て
お
り
、
発
掘
調

査
の
成
果
を
も
と

に
住
居
の
周
り
の

土
手
を
再
現
し
、

雨
な
ど
が
簡
単
に

入
っ
て
こ
な
い
よ

う
に
工
夫
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、

屋
根
の
一
部
は
取

り
除
い
て
お
り
、

内
部
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
竪
穴
住
居
は
、
同
じ
時
代
の
住
居
と
お
墓
が
つ
く
ら
れ

た
場
所
と
の
間
に
あ
る
広
場
に
単
独
で
建
て
ら
れ
て
お
り
、
当

時
と
し
て
は
大
変
貴
重
な
青
銅
鏡
（
和
歌
山
県
指
定
文
化
財
）

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
祭
り
な
ど
を
行
う
特
別
な
建

物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
建
物
の
性
格
を

ふ
ま
え
、
今
回
の
模
型
の
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
鏡
を
か
か
げ
る

人
物
と
、
そ
の
前
に
ひ
ざ
ま
ず
く
人
物
を
再
現
し
て
み
ま
し
た
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
竪
穴
住
居
の
発
掘
さ
れ
た
状
態

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
床
下
展
示
や
発
見
さ
れ
た
実
物
の
青
銅

鏡
や
土
器
な
ど
と
併
せ
、
当
時
の
建
物
の
様
子
を
示
す
模
型
を

常
設
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ

ご
見
学
く
だ
さ
い
。

竪
穴
住
居
と
は
、
地
面
を
掘
り
く
ぼ
め
て
床
を
つ
く
り
、
柱
を

立
て
て
、土
や
草
な
ど
を
用
い
て
屋
根
を
ふ
い
た
建
物
の
こ
と
で
す
。

日
本
に
お
い
て
は
、
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
ま
で
盛
ん
に
つ
く

ら
れ
、
一
部
で
は
平
安
時
代
こ
ろ
ま
で
続
き
ま
し
た
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
展
示
室
に
は
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
た
約
千
八
百
年
前
の
竪
穴
住
居
が
床
下
に
展
示
さ
れ
て
お

り
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
床
か
ら
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
床
下
展
示
は
、
県
内
で
は
唯
一
の
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
と
し
て
人
気
ス
ポ
ッ
ト

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
発

掘
調
査
さ
れ
た
状
態
を
示

す
床
下
展
示
で
は
、
当
時
の

建
物
が
ど
の
よ
う
な
姿
を
し

て
い
た
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
模
型
を
つ

く
り
、
当
時
の
様
子
を
復
元

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
模

竪
穴
住
居
の
復
元
模
型
が
で
き
ま
し
た
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